
広報嵐山 2019. 5　6

　

嵐
山
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
平
成
が
幕
を
閉
じ
、
新
た
な

時
代
を
迎
え
記
念
す
べ
き
時
代
の
幕

開
け
と
な
り
ま
し
た
。
嵐
山
消
防
団

も
新
年
度
に
５
名
の
新
入
団
員
を
迎

え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
致
し
ま
し

た
。

　

新
た
な
時
代
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

し
て
、「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
日
頃
か

ら
の
訓
練
は
も
と
よ
り
、
啓
発
活
動

な
ど
地
域
に
根
付
い
た
活
動
に
力
を

入
れ
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
消
防

活
動
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
一
致
団
結
し
て
、
予
防
消
防
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
安
全
で
安

心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動

し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
課
題
を
見
極
め
解
決
に
取

り
組
み
、
変
化
に
耐
え
ら
れ
る
活
力

の
あ
る
嵐
山
消
防
団
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
嵐
山
町
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
嵐
山
消
防
団
へ
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

今
年
度
は
５
名
の
若
き
精
鋭
が
入

団
し
ま
し
た
。
地
域
防
災
の
要
と
し

て
、
町
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
活

動
し
て
い
く
嵐
山
消
防
団
の
新
し
い

仲
間
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

第
１
分
団
第
２
部

栗
田　
　

誠
（
く
り
た　

ま
こ
と
）

団
長
あ
い
さ
つ

嵐
山
消
防
団　

団
長　

千
野　

晃
男

平
成
３１
年
度

　

新
入
団
員
を

　
　

紹
介
し
ま
す

第
１
分
団
第
２
部

内
田　

真
弥

（
う
ち
だ　

ま
ひ
ろ
）

第
２
分
団
第
２
部

八
木
原
将
史

（
や
ぎ
は
ら　

ま
さ
ふ
み
）

第
２
分
団
第
２
部

大
澤　

亮
太

（
お
お
さ
わ　

り
ょ
う
た
）

団
本
部

新
井　

良
美

（
あ
ら
い　

よ
し
み
）

退
団
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
退
団
者
の
皆
様
で
す
。
こ

れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た

だ
き
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１
分
団
第
２
部

守
山　

正
人

第
２
分
団
第
１
部

市
川　
　

明

第
２
分
団
第
２
部

菰
原　
　

健

第
２
分
団
第
２
部

田
村　

和
博

団
本
部

市
川　

優
雅

自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

嵐
山
消
防
団　
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本
年
、
４
月
１
日
付
で
小
川
消
防

署
嵐
山
分
署
に
、
分
署
長
と
し
て
就

任
し
ま
し
た
石
川
と
申
し
ま
す
。

　

嵐
山
町
民
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら

消
防
行
政
の
推
進
に
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
２０
年
度
よ
り
、
全
て

の
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
は

比
企
広
域
管
内
で
多
数
の
火
災
に
よ

る
死
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
殆

ど
が
「
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
」
で

あ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
て
い
な
い
住
宅
ば
か
り
で
し
た
。

私
達
、
消
防
職
員
は
こ
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
こ
そ
が
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
切
り
札
で
あ

る
と
考
え
、
嵐
山
消
防
団
と
協
力

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
の

向
上
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴

う
異
常
気
象
や
自
然
環
境
の
変
化
か

ら
、
予
想
で
き
な
い
大
規
模
な
自
然

災
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
、
多
様

化
し
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
防
災
意
識
も
高
く
、
私
達
に

寄
せ
る
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
と
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
訓
練
や
救

命
講
習
、
地
域
防
災
訓
練
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
皆
様
と
一
体
と
な

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
災
に
強

い
町
を
目
指
す
と
共
に
、
皆
様
に
信

頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
嵐
山
分
署
職

員
を
目
標
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
分
署
長
あ
い
さ
つ

嵐
山
分
署
長
　
石
川
　
和
男

　

１
月
６
日
、
東
松
山
市
立
松
山
第
一
小

学
校
の
校
庭
に
お
い
て
、
比
企
支
部
（
嵐

山
町
、
滑
川
町
、
東
松
山
市
、
吉
見
町
、

小
川
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
の
各

消
防
団
及
び
消
防
署
）
合
同
の
出
初
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
出
場
部
隊
の
行
進

を
行
い
、
来
賓
の
方
々
か
ら
年
頭
の
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
地

震
や
煙
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
比
企
鳶と
び

職
組
合
の
方
々
に

よ
る
迫
力
の
梯は
し
ご子
乗
り
が
行
わ
れ
、
多
く

の
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

比
企
支
部
合
同
の
消
防

出
初
式

文
化
財
防
火
訓
練

防
火
パ
レ
ー
ド

　

１
月
２６
日
、
日

本
赤
十
字
社
埼
玉

県
支
部
旧
社
屋
に

お
い
て
文
化
財
防

火
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
第
一

分
団
第
一
部
・
第

三
部
が
参
加
し
、

出
動
訓
練
、
火
災

防
御
訓
練
、
消
火

器
取
扱
説
明
、
住

宅
用
火
災
警
報
器

の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

３
月
３
日
、
晴
天
の
中
、

防
火
パ
レ
ー
ド
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー

ド
は
、「
春
季
火
災
予
防
週

間
」
に
行
わ
れ
る
特
別
警
戒

の
一
環
で
、
消
防
車
両
に
よ

る
火
災
予
防
広
報
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
が
よ

り
一
層
火
災
予
防
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
嵐
山
消
防
団
か

ら
は
今
回
は
第
二
分
団
第
一

部
が
参
加
し
ま
し
た
。

消
防
団
事
務
局
紹
介

消
防
団
事
務
局
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
柏
俣
厚
一
消
防
司

令
補
が
担
当
に
な
り
ま
す
。


